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女子サッカー

今年もあとわずか、私が今年で一番嬉しかったニュースが
第48回総理大臣杯で母校の阪南大学男子サッカー部が日本一になったことでした！！

私は元サッカー選手で、引退後、実家の和歌山市に帰ってきました。
現役の時は、たくさんの方に支えられてサッカーをしてきたので、少しでも恩返しができたらと思い、今は指
導者をしています。
サッカーは「思いやりや気遣い」によって性別や年齢関係なく皆が楽しめるスポーツです。
昔と比べると、サッカーの環境はすごく良くなっていますが、女子選手の人数は男子選手に比べるとまだまだ
少ないです。
日本女子サッカーは、世界一にもなった事があるのに、なぜ女子選手が少ないのか。
私が感じた事ではありますが、今の時代「厳しく伝える」事が難しくなっています。
「厳しく言われないからこれでいいや」と考え自分自身に厳しくできない選手がとても多いです。

男子は、自分自身に厳しくしなくても
ただ「サッカーが好きだから」という理由だけでチームに入ってサッカーはできます。
でも、女子は小学生以降に「サッカーが好きだから」という理由だけで
男子の中でサッカーをする事は大変過酷です。

なぜなら、大人である私すら指導者として、初めてグラウンドに入った時
ある保護者たちに「あの女、サッカー知ってるの？」と言われました。
大人が女性を軽視し低く評価しているのに
小中学生の男子選手が女子選手をリスペクトできるはずがありません。
まずは土台が口だけではなく、女子を受け入れる体制を考え、行動し、みんながお互いに、リスペクトの気持
ちをしっかり持てれば、「サッカーが好きだから」だけの理由だけで、女子がサッカーを気楽にすることがで
き、女子選手が増えるのではないかと思います。

私は、来年度から活動が始まる中学生女子クラブチームの監督になります。
そして和歌山県少年少女国体のコーチもしているので、そこへ選手たちをつなげ
和歌山県女子サッカーの向上を図り、少しでも恩返しができるよう頑張りたいと思います。


